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933 プ ロ ピ レ ン グ リコ ール （PG ，RS 体 ） に 生 育 した菌体 を用 い て

の オ リゴ メ チ レ ング リ コ ール 類 とそ の ア ナ ロ グの 片末端酸化

　　　　 （　 工 技院　生 命研　 ）　　 本松成和

【目的 と経緯 】　 ある 微生 物株が資化す る化 合物 A とそ の 株 が 資化 で き な い 化 合
物 B を 植菌時 よ り共 に 加 え た 培養 に お い て 、 化 合 物 B が B

’

に 変換 され蓄積 さ れ

る現 象 を 利用 す る物質変換法 の 可能性 に つ い て 検討 して い る 。

今 まで に 、 土 壌 由来 の 細菌株 B − 009 を用 い て 、 PG 単 独 で 生 育 させ た 菌 に ペ

ン タ メ チ レ ン グ リ コ ール （1，5PD ） とそ の ア ナ ロ グの 3 一 メ チル ー 1
，
5 一ペ ン タ ン

ジオ
ー ル （3 − MPD ）の 片末端酸化能が構成的に 備わ っ て い る こ とを認 め 、 初

発酵素の 単離 （NADP ＋ を補 酵素 とす る脱水 素 酵 素 ） を した 。

ま た 、 植 菌時 よ りPG と 1
，
5PD を共存 させ た培養 で は 、 生育 阻害 （PG と3−MPD の

系で は起 きな い ）現 象が 起 き る こ とを報告 した 。

【方法 と結果 】　 1）　 取得 酵素が 初発酵素で ある こ と及 び片末端酸化能が 構成
的で あ る こ との 検 証 もか ね て 、 単離初発酵素 に 反応 した 基質を対象 と して 、 PG
単独で 生育 させ た培養 プ ロ ス の PG 消失時を 目処 に添 加 し、 直後か らの 基質 と生

成物 の 変化 を ガ ス ク ロ 分 析 （Ov − 17 ， 5 ％ TENAXGC ）で 調べ た 。

　 2 ）　 単離 した 酵素 に 作用 した変換候補基質の うち 、
PG と植菌 時 よ り共存 さ

せ た ときの 生 育 阻害 の 有 無 と程度 を 、 目覗 とガ ス ク ロ 分 析で 検討 した結果 、 炭素

数 4 ，5 ，6の メ チ レ ン グ リコ
ール で 阻害 が認 め られた 。
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【員的 】　Biosurfactants　have　impo佃 nt　advantages
，
　such 　as 　biodegradabi「ity，　 Iow　toxicity，　and

various 　 possible　 structures ，　 relative　 to　chemicaHy 　synthesized 　 surfactants，　 However，
biosurfactants　have　not 　yet　 been　 empbyed 　 extensiveey 　 in　 industry　 because　 of　 the 厂elatively

high　production　and 　recovery 　costs ．　In　thjs　study，　the　cu 」ture　systems 　for　glycolipid
biosunfactant　 production　 were 　investigated，　 and 　the　chemical 　 structure　of　 biosu actant　 was
determlned　by　varjous　spectrQscQp 「c　techniques．
【方 法 及び 結 果】　 Oandida　 sp ．　 SY16　 prQduced　 biosurfactants　 only　 when 　 cuitured　 in　 a

vegetable 　 olトcontaining 　 medium 　 as　 a 　 carbon 　 source ，　 In　batch　 culture ，　 biosu  actants 　 were

produced　to　a　concentration 　of　 50911　 at　 200h，　 ceIi　 growth　attained 　to　14911　 at　 150h、　 and

production　 yield（Ypts）was 　 O、5．　 In　 fed−batch　 culture
，
　 the　 maximum 　 biosurfactants　 concentration

was 　t20911　 a童 200h，　 cell　 growth　was 　 30g！l　 at　 100h
，
　 and　production　yieldOノ徳）was 　O．6．　 The

b」osu   actant　 was 　puritied　by　solvent　extraction，　 sHica 　gel　 column 　chromatography
，
　 and

preparatlve　 HPLG ．　 The　 hydrophilic　 moiety 　of　 glycolipid　 biosurfactant　 was 　 determined　 to　P−D −

mannopyranosyl −m θso −eq ！thritol　 by　 HPLC 　 and 　 NMR 　analyses 　of　 lipid−free　sugar 　part．　 GCIMS
analysis　 of　iipid　 part　 represented 　that　 hydrophobic　 moiety 　 was 　composed 　 of　fatty　acids，　 C12、o，

C12　tl　 C14c、　 C14、1．　 NMR 　 analyses 　o 「 intact　glycolipid　represented 　that　 fatty　acid 　chains 　 were
attached　 to　2，3，6carbon　posjtions　of　mannQse 　part　with 　ester 　linkage．　From　these　analyses ，
the　glycolipid　biosur「actant　 prQduGed 　from　Candlda　sp．　 SY16　was 　supposed 　to　a　new

mannosylerythrito ／！ipid〔MEL ）．
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